
       

　
議
長
か
ら
、
平
成
18
年
２
月
17
日

に
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
３
月
20
日

に
議
員
費
用
弁
償
に
つ
い
て
の
諮
問

を
受
け
、
議
会
運
営
委
員
会
は
、
十

回
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、
９
月
８

日
、
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。 

□
答
申
の
内
容 

一
　
本
市
議
会
の
議
員
定
数
は
、
五

十
二
人
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

二
　
議
員
費
用
弁
償
の
額
は
、
平
成

18
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３

月
31
日
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
会
議

等
に
出
席
し
た
場
合
、
現
行
制
度

を
基
本
に
、
一
律
二
千
五
百
円
の

金
額
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
公

用
車
使
用
の
場
合
は
支
給
し
な
い

こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
　
な
お
、
こ
れ
に
対
し
て
、
議
員

　
費
用
弁
償
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る

　
と
の
少
数
意
見
が
あ
っ
た
。 

三
　
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
の
報

酬
月
額
は
、
平
成
18
年
10
月
か
ら

平
成
19
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
そ

れ
ぞ
れ
二
％
減
額
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
　
な
お
、
こ
れ
に
対
し
て
、
報
酬

月
額
を
五
％
削
減
す
べ
き
で
あ
る

と
の
少
数
意
見
が
あ
っ
た
。 

□
審
議
経
過
（
要
旨
） 

　
平
成
の
大
合
併
で
人
口
の
増
加
や

市
域
面
積
の
拡
大
な
ど
、
本
市
を
取

り
巻
く
状
況
は
急
激
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
状
況
の
中
、
議
員
定
数

及
び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
議
長
か
ら

の
諮
問
を
受
け
、
本
委
員
会
で
諮
問

項
目
を
検
討
す
る
中
で
、
議
員
報
酬

も
あ
わ
せ
て
議
論
す
る
方
向
で
意
見

が
一
致
し
、
鋭
意
検
討
し
た
。 

            

《
議
員
定
数
に
つ
い
て
》 

　
①
平
成
17
年
と
平
成
19
年
予
定
の

合
併
で
、
約
四
万
七
千
人
の
人
口
増

を
踏
ま
え
る
と
総
枠
の
議
員
数
は
実

質
的
に
減
員
に
な
る
②
議
員
一
人
当

た
り
の
人
口
は
中
核
市
三
十
六
市
中

で
上
位
に
あ
る
③
将
来
の
政
令
指
定

都
市
を
控
え
、
一
定
の
時
期
に
明
確

な
議
論
を
す
べ
き
だ
が
、
現
状
で
は

増
員
す
べ
き
で
な
い
④
費
用
弁
償
の

廃
止
と
議
員
報
酬
の
五
％
減
額
で
議

会
費
を
削
減
し
議
員
定
数
を
一
人
増

や
す
べ
き
―
等
の
意
見
が
あ
っ
た
も

の
の
、
協
議
の
結
果
、
現
段
階
で
は

増
員
に
対
す
る
市
民
合
意
が
難
し
い

と
の
判
断
か
ら
、
全
会
派
一
致
で
現

状
の
五
十
二
人
と
す
べ
き
と
の
結
論

に
至
っ
た
。 

《
議
員
費
用
弁
償
に
つ
い
て
》 

　
①
本
市
の
審
議
会
や
農
業
委
員
等

の
費
用
弁
償
も
廃
止
し
て
い
る
。
現

在
は
議
員
の
み
支
給
さ
れ
て
お
り
廃

止
す
べ
き
②
最
高
裁
の
判
例
で
も
費

用
弁
償
は
議
会
の
裁
量
権
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
交
通
費
の
み
が
対
象
で

は
な
く
、
自
ら
の
職
業
を
放
棄
し
て

議
会
に
駆
け
つ
け
る
費
用
の
弁
償
も

含
む
た
め
廃
止
は
疑
問
③
慎
重
な
議

論
と
判
断
を
す
べ
き
で
あ
り
、
新
た

な
議
員
が
選
任
さ
れ
た
後
、
議
論
し

て
も
ら
う
べ
き
―
等
の
意
見
が
あ
り
、

意
見
統
一
が
図
れ
な
か
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
委
員
長
か
ら
距
離
に
よ

る
支
給
額
の
私
案
が
示
さ
れ
、
各
会

派
で
検
討
し
た
意
見
を
集
約
・
調
整

し
た
結
果
、
抜
本
的
な
検
討
は
改
選

後
の
議
員
に
委
ね
る
が
、
昨
今
の
本

市
の
財
政
の
危
機
的
状
況
を
考
慮
し
、

議
会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
の
認

識
か
ら
、
期
間
限
定
で
一
律
二
千
五

百
円
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
公
用

車
使
用
の
場
合
は
支
給
し
な
い
こ
と

で
大
多
数
の
会
派
の
意
見
の
一
致
を

見
た
。 

《
議
員
報
酬
に
つ
い
て
》 

　
定
数
や
費
用
弁
償
と
あ
わ
せ
、
報

酬
の
見
直
し
を
す
べ
き
と
の
議
論
の

中
①
一
律
五
％
削
減
す
べ
き
②
市
長

に
対
し
報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問
を
申

し
出
る
べ
き
―
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。 

　
こ
の
た
め
、
報
酬
に
つ
い
て
も
、

委
員
長
か
ら
定
額
に
よ
る
減
額
の
私

案
が
示
さ
れ
、
各
会
派
で
検
討
し
た

意
見
を
集
約
・
調
整
し
た
結
果
、
費

用
弁
償
同
様
、
議
会
と
し
て
積
極
的

に
財
政
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
べ

き
と
の
認
識
か
ら
、
期
間
限
定
で
二

％
減
額
す
る
こ
と
で
大
多
数
の
会
派

の
意
見
の
一
致
を
見
た
。 

あああああ 
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議決のあらまし 
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平成18年度一般会計補正予算6億3800万円余を可決 
岡山市国民健康保険条例の一部を改正する条例を可決 
市道中央町4号線他1路線電線共同溝整備工事請負契約締結に同意 
議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を可決 

議
員
定
数
５２
人
・
 

費
用
弁
償
二
千
五
百
円
減
額
・
 

報
酬
二
％
減
額
を
答
申
 

岡
山
県
市
議
会
議
員
 

研
修
会
か
ら
 

 

　
８
月
17
日
、
第
三
十
八
回
岡
山
県

市
議
会
議
員
研
修
会
が
岡
山
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
県
下
十
五
市
か

ら
約
三
百
四
十
人
の
議
員
、
事
務
局

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
花
岡
薫
岡
山
県
市
議
会
議
長
会
会

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
奈
良

女
子
大
学
名
誉
教
授
澤
井
勝
氏
を
講

師
に
迎
え
「
地
方
財
政
改
革
の
行
方

〜
自
治
体
の
将
来
像
を
考
え
る
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
国
が
現
在
行
っ
て
い
る
三
位
一
体

改
革
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
縮
小
や
、

税
制
、
年
金
、
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
る
国
民
負
担
の
増
加
が
進
み
、
自

治
体
独
自
の
施
策
決
定
能
力
が
必
要

と
さ
れ
る
中
、
地
方
自
治
体
の
課
題
、

議
会
の
責
務
つ
い
て
、
参
加
者
は
講

師
の
話
を
熱
心
に
聴
き
、
質
問
も
交

え
な
が
ら
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。 総

務
・
保
健
福
祉
・
環
境
消

防
水
道
・
経
済
・
建
設
・
文

教
委
員
会 

建
設
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

本
会
議
（
採
決
） 

 

（
10
月
） 

特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

建
設
委
員
会 

企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

環
境
消
防
水
道
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

21
日 

  

22
日 

25
日 

26
日 

  

3
日 

 

4
日 

5
日 

 

6
日 

 

10
日 

 

11
日 

 

12
日 

 

13
日 

　
――
9
月
定
例
市
議
会
閉
会
――  

答申を提出する議会運営委員長答申を提出する議会運営委員長 答申を提出する議会運営委員長 


